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げ い じ ゅ つ の じ か ん

大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ 2018
この夏いよいよ開幕

【開催期間】
　平成 30 年 7 月 29 日（日）～ 9 月 17 日（月・祝）

【開催地】
　津南町、十日町市（越後妻有地域）

【作品数】
　約 360 作品（新作約 160 点　旧作約 200 点）

【作品を鑑賞するには】
　作品鑑賞パスポートの購入により、芸術祭の開催期間中はすべての作品を鑑賞できます。
ただし、イベントは別料金となりますが、パスポートを提示することで割引を受けられます。

【作品鑑賞パスポート】
　開催期間中、すべての作品を鑑賞できるほか、温泉や宿泊施設、イベント割引などの

特典もついたお得なパスポートです。作品鑑賞めぐりに、ぜひお買い求めください !
　〔価　格〕

　　一般：3,500 円（当日）、3,000 円（前売）
　　高・専・大学生：3,000 円（当日）、2,500 円（前売）

　　※中学生以下は無料です。
　パスポートの購入には、近くて便利な「津南町観光協会」をご利用ください。

お得な前売引換券も販売中です。

今後、広報紙やＨＰで情報発信をしていきます。「大地の芸術祭」で検索！



町では津南音声訳の会さんに広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡765-3112）までお問い合わせください。
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広報 4平成30年５月号

特 
集
Topic

高
校
・
大
学
進
学
の
た
め
に
こ
の
津
南
町
を

離
れ
て
か
ら
５
年
が
た
ち
ま
し
た
。
大
学
進
学

後
、
本
格
的
に
一
人
暮
ら
し
を
始
め
て
改
め
て

自
立
す
る
こ
と
の
大
変
さ
と
今
ま
で
い
か
に
周

り
の
人
に
支
え
ら
れ
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

私
は
現
在
大
学
で
企
業
経
営
学
を
専
攻
し
、

経
済
戦
略
を
中
心
に
経
済
に
つ
い
て
幅
広
く
学

ん
で
お
り
、
２
年
前
友
人
の
誘
い
で
福
島
県
の

県
産
品
の
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
私
は
消
費
者
の
中
に
は
東
日
本
大
地

震
の
影
響
で
〝
福
島
〟
と
い
う
名
前
を
聞
い
た

だ
け
で
買
う
と
い
う
こ
と
を
や
め
て
し
ま
う
か

た
が
い
る
と
い
う
現
状
を
知
り
、
自
分
に
は
な

に
が
で
き
る
か
を
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

最
初
は
生
産
者
は
可
哀
想
だ
、
大
変
だ
、
と
人

ご
と
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
し

か
し
そ
れ
だ
け
で
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に

気
づ
き
、
知
っ
て
も
ら
う
に
は
ま
ず
自
分
が
そ

の
商
品
を
知
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
す
る

こ
と
で
思
考
の
方
向
性
を
増
や
し
、
消
費
者
の

立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
成
人

　
誓
い
の
こ
と
ば

自
分
が
何
か
を
し
て
も
結
果
は
変
わ
ら
な
い
か

も
し
れ
な
い
、
そ
れ
で
も
や
ら
ず
に
後
悔
す
る

よ
り
は
ま
し
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
活

動
を
通
し
て 

思
い
た
っ
た
ら
す
ぐ
行
動
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
「
永
劫
回
帰
」
と
言
う
言
葉
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
永
劫
回
帰
と
は
人
間
は
今

の
一
瞬
一
瞬
を
大
切
に
生
き
る
べ
き
と
い
う
あ

る
哲
学
者
の
思
想
で
す
。
成
人
を
迎
え
、
社
会

人
に
な
る
と
よ
り
一
層
責
任
感
が
増
し
、
行
動

も
慎
重
に
な
っ
た
り
、
自
分
を
見
失
い
そ
う
に

な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
人

生
は
や
り
直
せ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
私
は
自
分
ら

し
さ
を
忘
れ
ず
、
常
に
学
ぶ
姿
勢
と
自
分
に
自

信
を
持
つ
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
日
の
良
き
日
を

迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
も
無
類
の
愛
情
を
注

ぎ
育
て
て
く
れ
た
家
族
、
幼
い
頃
か
ら
見
守
り

支
え
て
下
さ
っ
た
先
生
方
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
私
を
育
て
て
く
れ
た

津
南
町
に
、
支
え
て
下
さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
、

恩
返
し
で
き
る
よ
う
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
日
々
精
進
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

M
e
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恩返しと感謝の気持ち
自分に自信を持つ大人へ

新
成
人
代
表

　

樋ひ

口ぐ
ち  

美み

蘭ら
ん 

さ
ん



特集 祝・成人式

5 広報 平成30年５月号

本
日
は
、
私
た
ち
新
成
人
の
た
め
に
盛
大
な

式
典
を
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

生
ま
れ
育
っ
た
津
南
町
を
離
れ
２
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
私
は
現
在
、
新
潟
市
に
あ
る
大
学
に

通
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
素
晴
ら
し
い
仲

間
や
教
職
員
に
恵
ま
れ
、
講
義
や
サ
ー
ク
ル
、

課
外
活
動
な
ど
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観

や
考
え
か
た
を
持
っ
た
人
た
ち
と
も
出
会
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
は
き
っ
と

今
後
の
私
の
力
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

地
方
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
津

南
町
も
そ
の
一
つ
で
す
。
子
ど
も
の
数
が
少
な

く
な
り
、
高
齢
者
が
増
加
し
、
人
口
も
ま
す
ま

す
減
少
し
つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
私
は
大
学
卒
業
後
、
生
ま
れ
育
っ
た
こ

の
町
に
戻
っ
て
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
東

京
な
ど
と
比
べ
る
と
田
舎
と
言
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
こ
の
津
南
町
は
空
気
や
水
が
お
い

し
く
、
ジ
オ
パ
ー
ク
で
も
有
名
で
、
自
然
が
と

て
も
豊
か
な
町
で
す
。
こ
の
津
南
町
の
た
め
に
、

少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
、
若
い
力
で
こ
の

津
南
町
を
活
性
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
日
、
私
た
ち
が

こ
う
し
て
此
処
に
集
い
、
成
人
式
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
私
た
ち
を
育
て
、
支

え
て
く
れ
た
保
護
者
の
皆
様
、
熱
心
に
授
業

を
行
っ
た
り
相
談
に
乗
っ
た
り
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
、
そ
し
て
私
た
ち
の
こ
と
を
温
か
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
様
の
お
か
げ

で
す
。
改
め
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
と
こ
ろ
ば
か
り
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
私
た
ち
の
こ
と
を
見
守
り
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と

成
人
と
し
て
の
決
意
を
忘
れ
ず
、
自
分
の
夢
を

叶
え
る
た
め
に
日
々
精
進
す
る
こ
と
を
誓
い
、

新
成
人
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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皆
さ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
に
住
み
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
就
か
れ
よ
う
と
も
、

　
　
い
つ
も
心
の
中
に
、
生
ま
れ
育
っ
た
津
南
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
続
け
、「
ふ
る
さ
と
津
南
」
と

　
　
　
　
　
　
　
つ
な
が
り
を
保
ち
続
け
て
、
人
生
を
歩
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
念
願
い
た
し
ま
す
。

津
南
町
長
　
上
村 

憲
司

故郷への思い
経験を生かし、若い力で貢献

新
成
人
代
表

　

涌わ
く

井い  

美み

波な
み 

さ
ん



広報 6平成30年５月号

二は

た

ち

十
歳
の

顔



特集 祝・成人式

7 広報 平成30年５月号

　個人・集合写真は、記念品（写真の額）と合わせてお渡しします。
　式典参加者には、連絡ハガキを送りますのでそのハガキを持参し文化センターに
おいでください。

■お問い合わせ　津南町教育委員会　生涯学習班　℡ 025-765-3134



広報 8平成30年５月号

#くじ引き

#20歳になりました

# 久しぶりの再会

# 町長祝辞

# はいピース

# 恩師と共に

# 中津小
　メンバー



特集 祝・成人式

9 広報 平成30年５月号

# 奇跡
#ダブルビンゴ

# 地元メン
# 成人式



広報 10平成30年５月号

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

　

平
成
31
年
４
月
に
採
用
す
る
津
南
町
職
員

（
資
格
免
許
職
）を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

１　

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　

⑴
保
育
士　
　
　
　
　
　
　

３
名
程
度

　

⑵
保
健
師　
　
　
　
　
　
　

１
名
程
度

　

⑶
看
護
師（
准
看
護
師
含
む
）　

若
干
名

※
一
般
事
務
、土
木
技
師
に
係
る
募
集
は
、７
月

５
日
号
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
予
定
で
す
。

２　

受
験
資
格

　

⑴
保
育
士

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
、保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者
、又
は
平
成

31
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取
得
見
込
み

の
者

　

⑵
保
健
師

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
、保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
者
、又
は
平
成

31
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取
得
見
込
み

の
者

　

⑶
看
護
師（
准
看
護
師
含
む
）

　

昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

募
　
集

平
成
31
年
４
月
採
用

津
南
町
職
員（
資
格
免
許
職
）

で
、看
護
師
等
の
資
格
を
有
す
る
者
、又
は
平

成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取
得
見
込

み
の
者

　

⑷
上
記
ど
の
職
種
と
も
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
（
看
護
師
、

准
看
護
師
を
除
く
。）

・
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
（
民
法
改

正
の
経
過
措
置
と
し
て
の
準
禁
治
産
者
を

含
む
。）

・
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

が
終
わ
る
ま
で
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ

と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

・
津
南
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を

受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過

し
な
い
者

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、

日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政

府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る

政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ

れ
に
加
入
し
た
者

３　

試
験
日
時
及
び
会
場

　

⑴
第
１
次
試
験

　

①
対
象
者　

保
育
士
及
び
保
健
師
の
受
験
申
込
者

　

②
期　

日　

平
成
30
年
７
月
22
日
㈰

　

③
試
験
場　

新
潟
県
自
治
会
館

　
　
　
　
　
　
（
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
４
番
地
１
）

　

④
試
験
の
方
法

　

ア　

教
養
試
験

　

公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知
識
及

び
知
能
に
つ
い
て
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試

験
を
行
い
ま
す
。保
育
士
は
高
校
卒
業
程

度
以
上
、保
健
師
は
大
学
卒
業
程
度
の
内

容
で
行
い
ま
す
。

　

イ　

専
門
試
験

　

専
門
知
識
及
び
能
力
に
つ
い
て
択
一
式

に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

ウ　

一
般
性
格
診
断
検
査

　

職
務
及
び
職
場
へ
の
適
応
性
に
つ
い
て

択
一
式
に
よ
る
検
査
を
行
い
ま
す
。

（
注
）　

教
養
試
験
及
び
専
門
試
験
の
科
目
別
の

出
題
分
野
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　

・
教
養
試
験

　

時
事
、社
会
・
人
文
、自
然
に
関
す
る
一
般

知
識
及
び
文
章
理
解
、判
断
・
数
的
推
理
、資

料
解
釈
に
関
す
る
能
力
を
問
う
問
題

　

・
専
門
試
験

　
（
保
育
士
）

　

社
会
福
祉
、児
童
家
庭
福
祉（
社
会
的
養
護

を
含
む
。）、保
育
の
心
理
学
、保
育
原
理
、保

育
内
容
及
び
子
ど
も
の
保
健（
精
神
保
健
を

含
む
。）

　
（
保
健
師
）

　

公
衆
衛
生
看
護
学
、疫
学
、保
健
統
計
学
及

び
保
健
医
療
福
祉
行
政
論

　

⑤
合
格
発
表　

８
月
上
旬
に
決
定
し
、受
験
者

全
員
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

　

⑵
第
２
次
試
験

　

①
対
象
者　

保
育
士
及
び
保
健
師
の
第
１
次

試
験
合
格
者
並
び
に
看
護
師（
准

看
護
師
）の
受
験
申
込
者

②
期
日
等　

８
月
下
旬
に
津
南
町
役
場
で
実
施

す
る
予
定
で
す
。試
験
の
日
時
、場

所
等
に
つ
い
て
は
、決
定
次
第
対

象
者
に
通
知
し
ま
す
。

４　

受
験
申
込
期
間
及
び
場
所

　

⑴
申
込
期
間

　
　

平
成
30
年
５
月
21
日
㈪
か
ら

　
　

平
成
30
年
６
月
20
日
㈬
ま
で

（
注
）１　

郵
送
の
場
合
は
、６
月
20
日
必
着
分

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

２　

持
参
の
場
合
は
、午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で（
た
だ
し
、

土
・
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
を
除
き
ま

す
。）受
け
付
け
ま
す
。

　

⑵
申
込
場
所　

津
南
町
役
場　

総
務
課

５　

受
験
手
続

　

⑴
申
込
書
の
請
求
先

津
南
町
役
場　

総
務
課
総
務
班

〒
９
４
９
‐
８
２
９
２　

新
潟
県
中
魚
沼

郡
津
南
町
大
字
下
船
渡
戊
５
８
５
番
地

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
２

※
津
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
様
式
を　

ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

⑵
申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、押
印

し
、写
真（
縦
４
㎝
、横
３
㎝
）１
枚
を
貼
り
、

他
に
２
枚
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

⑶
お
問
い
合
わ
せ

　
　

総
務
課
総
務
班

　
　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
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最
近
、
急
に
気
分
が
落
ち
込
む
、
不
安
で
落

ち
着
か
な
い
、
夜
眠
れ
な
い
、
人
に
会
う
の
が

お
っ
く
う
だ
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
気
味
な
ど
、

毎
日
の
生
活
の
中
で
の
混
乱
や
不
安
が
あ
る
か

た
、
及
び
ご
家
族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時　

６
月
６
日
㈬　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所　

津
南
町
役
場

　
　
　
　

３
階　

第
３
委
員
会
室

■
相
談
医
師　

中
条
第
二
病
院　

須
賀
医
師

■
申
込
締
切　

６
月
１
日
㈮

※
定
員
に
達
し
し
だ
い
締
切

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

県
で
は
、
自
分
の
歯
で
食
べ
、
健
康
な
生
活

を
営
ん
で
い
る
高
齢
者
を
表
彰
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、
満

80
歳
以
上
の
か
た

※
過
去
５
年
間
（
平
成
25
年
〜
平
成
29
年
）
の

受
賞
者
（
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
）
は
応
募
不

可
■
応
募
基
準

１
．
喪
失
歯
が
８
本
以
下
の
か
た
（
た
だ
し
親

知
ら
ず
は
除
く
）

２
．
未
処
置
歯
が
５
本
以
下
の
か
た

３
．
深
い
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
や
歯
が
揺
れ
る
ほ
ど

の
歯
周
疾
患
が
な
い
か
た

■
そ
の
他

　

応
募
者
に
は
後
日
歯
科
検
診
等
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
締
切　

５
月
31
日
㈭

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

相
　
談

健
　
康

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

６
月
１
日
は
、
昭
和
24
年
に
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
で
す
。
津
南
町
の
人
権
擁
護
委

員
さ
ん
は
次
の
４
名
の
か
た
が
た
で
す
。

　

・
渡わ
た

邊な
べ

ト
シ
さ
ん
（
反
里
口
）

　

・
山や
ま

田だ

隆り
ゅ
う

一い
ち

さ
ん
（
芦
ケ
崎
）

　

・
髙た
か

橋は
し

芳よ
し

子こ

さ
ん
（
十
二
ノ
木
）

　

・
本も
と

山や
ま

佐さ

利と
し

さ
ん
（
反
里
）

　
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
特

設
人
権
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
悩
み
ご
と
の

あ
る
か
た
は
お
気
軽
に
何
で
も
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

６
月
６
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
場
所　

津
南
町
役
場
３
階　

第
一
委
員
会
室

■
そ
の
他　

申
込
不
要
、
時
間
内
に
直
接
、
会

場
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

　

℡
７
５
２
‐
２
５
７
５

６
月
６
日
は「
人
権
相
談
日
」

　

法
律
に
か
か
わ
る
問
題
、
悩
み
に
つ
い
て
、

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
相

談
料
は
無
料
で
、
お
ひ
と
り
（
一
組
）
30
分
ま

で
と
な
り
ま
す
。

■
日
時　

６
月
13
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所　

津
南
町
役
場
３
階

■
相
談
内
容　

借
金
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
不
動

産
、
交
通
事
故
、
労
務
問
題
、
相
続
、
離
婚
、

家
庭
内
ト
ラ
ブ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の

ト
ラ
ブ
ル
、
悪
質
商
法
な
ど

■
申
込
締
切　

６
月
８
日
㈮

※
定
員
に
達
し
し
だ
い
締
切

無
料
法
律
相
談

い
き
い
き
人
生

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

■
お
申
し
込
み
先

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

■
場
所　

津
南
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

健
康
に
関
心
の
あ
る
か
た
な
ら
、
男

女
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

■
参
加
費

　

テ
キ
ス
ト
代　

１
，
２
０
０
円
程
度

　

調
理
実
習
材
料
費　

１
回
あ
た
り
６
０
０
円

■
定
員　

20
名

■
そ
の
他　

受
講
者
に
は
後
日
、
詳
細
な
ご
案

内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■
締
切　

６
月
25
日
㈪

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

町
で
は
、
多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
に
健
康

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

「
す
こ
や
か
栄
養
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

医
師
の
講
話
や
調
理
実
習
、
運
動
も
取
り
入

れ
た
楽
し
い
教
室
で
す
。

　

な
お
、
修
了
者
は
食
生
活
改
善
推
進
委
員
と

し
て
活
動
で
き
ま
す
。

■
日
時

　

７
月
13
日
㈮
〜
12
月
５
日
㈬
（
計
７
回
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

す
こ
や
か
栄
養
セ
ミ
ナ
ー

（
栄
養
教
室
）

　

今
年
で
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
十
日

町
市
水
沢
地
区
で
気
軽
に
新
し
い
出
会
い
を
探

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日　

時　

６
月
24
日
㈰　

午
後
４
時
〜
７
時

■
場　

所　

㈱
二
葉
家
（
十
日
町
市
土
市
）

■
対　

象　

20
歳
以
上
の
独
身
男
女

■
参
加
費　

男
性
６
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

女
性
３
，
０
０
０
円

■
定　

員　

男
女
各
20
名
（
先
着
順
）

■
申
込
締
切　

６
月
11
日
㈪

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

水
沢
商
工
会

　

℡
７
５
８
‐
３
０
３
５

イ
ベ
ン
ト

み
ず
コ
ン

～
水
沢
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
～



いきいき
大好き
津南町

広報 12平成30年５月号

《妊娠中のたばこの害》
早産・流産
出血・早期破水

乳幼児
突然死症候群
（SIDS）※2

発達の遅れ
胎盤の異常

低出生体重児
（2,500g以下）が
産まれる頻度が約2倍

前置胎盤　　 1.3～4.4倍
胎盤早期剥離 1.4～2.4倍

はく り

妊産婦死亡
周産期死亡※1

※1　周産期死亡とは、妊娠22週以降に死産したり、生後1週未満に新生児が死亡すること
※2　SIDSとは、乳幼児に何の前ぶれもなく、既往歴もないまま突然死をもたらす病気

ニコチン神経毒作用で脳に
大きなダメージを及ぼす

先天性疾患
赤ちゃんの遺伝子や
細胞にダメージを及ぼす

将来、子どもが
肥満や糖尿病に
なりやすい

２
０
２
０
年
、受
動
喫
煙
の

　
　
　

な
い
社
会
を
目
指
し
て

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
、５
月
31
日
～
６
月
６
日
は
禁
煙
週
間

～
た
ば
こ
の
煙
か
ら
子
ど
も
達
を
ま
も
ろ
う
～

■
妊
娠
中
の
喫
煙

　

妊
娠
中
に
母
親
が
喫
煙
を
し
た
り
、
家
族
や

周
囲
の
人
が
喫
煙
し
て
い
た
り
す
る
と
、
た
ば

こ
の
煙
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
は
、
へ
そ
の
緒

や
胎
盤
を
通
し
て
お
な
か
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
に

届
き
、
赤
ち
ゃ
ん
が
受
動
喫
煙
を
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
妊
娠
経
過
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。（
上
記
参
照
）

　

お
な
か
の
中
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
は
声
を
あ
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。「
少
し
く
ら
い
大
丈

夫
だ
ろ
う
」
と
い
う
大
人
の
安
易
な
気
持
ち
が
、

赤
ち
ゃ
ん
を
苦
し
め
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

妊
婦
が
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
す
る
、

周
囲
の
心
づ
か
い
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
妊
娠
中
だ
け
で
な
く
、
出
産
後
も
禁

煙
を
継
続
し
ま
し
ょ
う
。
授
乳
中
に
母
親
が
喫

煙
す
る
と
、
母
乳
に
ニ
コ
チ
ン
が
含
ま
れ
、
こ

の
母
乳
を
飲
ん
だ
赤
ち
ゃ
ん
が
、
イ
ラ
イ
ラ
す

る
・
よ
く
眠
ら
な
い
・
嘔
吐
・
下
痢
な
ど
の
症

状
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
母
親
の
母
乳
の
分
泌

量
が
減
少
し
た
り
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

授
乳
が
終
わ
る
と
喫
煙
を
再
開
す
る
か
た
が

い
ま
す
が
、
子
ど
も
の
一
番
近
く
に
い
る
の
は

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
で
す
。
健
康
で
元
気
な

子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
も
、
禁
煙
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

■
子
ど
も
を
煙
に
さ
ら
さ
な
い
た
め
に

　

吸
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
て
も
、

吸
い
た
く
な
っ
て
つ
い
つ
い
吸
っ
て
し
ま
う
。

や
め
ら
れ
な
い
の
は
、
た
ば
こ
の
依
存
性
が
原

因
で
す
。

　

今
す
ぐ
禁
煙
し
よ
う
！
と
思
っ
て
い
る
か
た

は
、
禁
煙
外
来
で
医
師
に
相
談
し
、
薬
の
力
を

借
り
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
３
か
月
間
の
禁
煙

指
導
を
受
け
、
禁
煙
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
途
中
で
吸
っ
て
し
ま
っ
て

も
「
や
っ
ぱ
り
無
理
だ
」
と
諦
め
ず
、
１
日
で

も
禁
煙
で
き
た
自
分
を
褒
め
て
、
再
ス
タ
ー
ト

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ど
う
し
て
も
吸
っ
て
し
ま
う
…
と
い
う
か
た

は
、
子
ど
も
や
周
囲
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
受
動
喫
煙
と
は

　

受
動
喫
煙
と
は
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
が

吸
っ
て
い
る
人
の
た
ば
こ
か
ら
立
ち
の
ぼ
る

煙
（
副
流
煙
）
や
吐
い
た
煙
（
呼
出
煙
）
を
吸

う
こ
と
を
い
い
ま
す
。
副
流
煙
の
ニ
コ
チ
ン
や

タ
ー
ル
は
、喫
煙
者
が
吸
い
込
む
煙
（
主
流
煙
）

に
比
べ
て
約
３
倍
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
周
囲

の
人
が
吸
わ
さ
れ
て
い
る
煙
の
ほ
う
が
有
害
と

い
え
ま
す
。

　

特
に
、
子
ど
も
は
呼
吸
器
や
中
枢
神
経
が

未
熟
な
た
め
、
大
人
よ
り
も
身
体
へ
の
影
響

を
強
く
受
け
、
次
の
よ
う
な
病
気
を
引
き
起

こ
し
た
り
、
悪
化
さ
せ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
気
管
支
炎

●
気
管
支
ぜ
ん
そ
く

●
中
耳
炎

●
虫
歯

●
歯
肉
へ
の
色
素
沈
着

●
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

●
低
身
長

●
知
能
低
下　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

おでかけの時
◆車内では吸わない
窓を開けて吸っていても、
車内には煙が流れ込みます。
窓を閉めてしまうと密閉空
間になり、いつまでも煙が
残っている状態が続きます。

◆禁煙・分煙されている
　場所を選ぶ
近くに吸っている人がいな
くても、煙が拡がるため子
どもがたばこの煙にさらさ
れてしまいます。

◆家の中では吸わない
換気扇の下や空気清浄機の
そばでも煙は部屋中に広が
ります。部屋のカーテンや
ソファ、喫煙者の髪の毛や
衣服に付着した有害物質を
吸い込んでしまうこともあ
ります。
◆吸った後はできるだけ
　時間をおく
喫煙後 200 秒間は、吐く
息にたばこの成分が残って
います。

家にいる時

今月は
清水清蘭
保健師
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受
け
て
い
ま
す
か
？

歯
科
検
診

　

皆
さ
ん
は
最
後
に
歯
科
健
診
を
受
け
た
の
は

い
つ
で
す
か
？「
も
う
何
年
も
受
け
て
い
な
い
」

と
い
う
か
た
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
「
ま
だ
若
い
か
ら
大
丈
夫
」「
症
状
が
あ
っ
た

ら
行
け
ば
い
い
」
と
思
っ
て
い
る
か
た
は
要
注

意
で
す
。
あ
な
た
が
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
む
し
歯

や
歯
周
病
は
進
行
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　　

平
成
27
年
に
町
民
を
対
象
に
実
施
し
た
「
歯

と
お
口
の
健
康
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、

ど
の
よ
う
な
時
に
歯
科
医
院
に
行
く
か
と
い
う

問
い
に
対
し
て
「
歯
や
歯
ぐ
き
に
症
状
が
あ
っ

た
と
き
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
が
20
〜
60
代

で
最
も
多
く
、
つ
い
で
「
定
期
健
診
」、「
以
前

治
療
し
た
歯
や
入
れ
歯
の
調
子
が
悪
い
と
き
」

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

平
成
22
年
に
行
っ
た
同
調
査
に
比
べ
、「
定

期
健
診
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
増
え
て
い

ま
し
た
が
、
何
か
し
ら
の
症
状
や
不
具
合
が
起

き
て
か
ら
歯
科
受
診
す
る
か
た
が
ほ
と
ん
ど
で
、

定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け
る
か
た
は
少
な
い

の
が
現
状
で
す
。

　

む
し
歯
の
初
期
や
歯
周
病
に
は
自
覚
症
状
が

な
い
た
め
、
症
状
が
出
た
時
に
は
す
で
に
進
行

し
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に

歯
周
病
は
目
で
見
た
だ
け
で
は
確
認
で
き
ず
、

歯
科
医
院
で
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
（
歯
の
ま
わ
り
の

ポ
ケ
ッ
ト
）
の
深
さ
を
測
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
異
常
に
早
く
気
付
き
処
置
す
る

に
は
、
症
状
が
な
く
て
も
定
期
的
に
歯
科
健
診

を
受
け
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。

　

歯
科
健
診
で
は
主
に
以
下
の
こ
と
を
し
ま
す
。

◆
む
し
歯
の
チ
ェ
ッ
ク

　

む
し
歯
は
、
歯
の
か
む
面
や
つ
け
根

だ
け
で
な
く
、
歯
と
歯
の
間
な
ど
の
直

接
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
も
で
き
や
す
い

も
の
で
す
。ま
た
、一
度
治
療
し
て
あ
っ

て
も
、
そ
の
わ
き
か
ら
新
た
な
む
し
歯

が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
専
門
的

な
立
場
か
ら
む
し
歯
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

◆
歯
ぐ
き
の
チ
ェ
ッ
ク

　

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
が
深
い
と
歯
周
病

に
な
り
ま
す
。
あ
な
た
の
歯
周
ポ
ケ
ッ

ト
は
ど
の
く
ら
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

◆
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

　

歯
と
歯
ぐ
き
の
正
し
い
み
が
き
か
た

は
、
そ
の
人
の
歯
並
び
や
歯
磨
き
の
癖

な
ど
の
た
め
、
一
人
ひ
と
り
違
う
も
の

で
す
。
あ
な
た
に
合
っ
た
歯
ブ
ラ
シ
・

フ
ロ
ス
・
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
の
正
し
い

使
い
か
た
を
教
わ
り
ま
し
ょ
う
。

◆
歯
石
を
と
る

　

歯
石
は
誰
に
で
も
付
き
、
歯
周
病
を

引
き
起
こ
す
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
。
自
分

で
取
り
除
く
こ
と
は
困
難
で
す
の
で
、
定

期
的
に
取
り
除
い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防
の
基
本
は
毎
日
の

歯
み
が
き
な
ど
の
セ
ル
フ
ケ
ア
に
加
え
、
定
期

的
に
歯
科
健
診
な
ど
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
半
年
〜
１
年
に
１

度
は
歯
科
健
診
で
お
口
の
中
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
「
忙
し
く
て
時
間
が
な
い
」「
お
金
が
か
か

る
」
な
ど
の
理
由
で
歯
科
健
診
を
受
け
て
い
な

い
か
た
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
長
い
目

で
見
る
と
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
て
い
た

方
が
時
間
も
お
金
も
負
担
が
少
な
く
済
み
ま
す
。

自
宅
や
勤
務
先
の
近
く
で
、
診
療
時
間
が
自
分

に
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
選
ぶ
な
ど
工
夫
し
ま

し
ょ
う
。

い
つ
も
の
歯
み
が
き
に
歯
科
健
診

を
プ
ラ
ス
し
よ
う
！

津
南
町
の
成
人
で
定
期
的
に
歯
科

健
診
を
受
け
て
い
る
人
の
割
合
は

少
な
い
！

ど
う
し
て
歯
科
健
診
が
必
要
？

歯
科
健
診
の
主
な
内
容

今月は
大平裕加里
保健師
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 飛び出し注意！事故に絶対遭わない！
— 4月21日　津南小学校自転車教室 —

 シニアカーって車？歩行者？
— 4月21日　津南町役場第2駐車場 —

 自然を堪能しながらゴールまで
— 4月29日　信濃川河岸段丘ウォーク —

　　津南町交通対策協議会主催によるシニアカー講習会が
実施されました。この講習会は初の開催。当日は日ごろか
ら使用しているかた、1 度も乗ったことがないかたなど計
10 名のかたから参加いただき、正しい運転を学びました。
今後は随時、開催の要望を募集。地区から、集落からのご
要望をお待ちしております。

　晴天のなかスタートをきった信濃川河岸段丘ウォーク。
最長 50㎞コースでは、走りながらゴールを目指す参加者
も多く、23㎞コースでは、新緑の景色を楽しみながらゆっ
くりと歩く参加者などさまざまな楽しみかたでゴールを目
指しました。

↑正しい操作で安全な走行技術を身に付ける

↑町内でも多く見かけるシニアカー。シニアカーは “ 歩行者 ”

　町内の各小学校で自転車教室を開催。自転車教室だけで
なく保育園での交通安全教室も実施。交通安全指導は、警
察や町交通指導員、交通安全協会女性部が一丸となり、子
どもたちが事故に遭わないよう熱心に指導しました。また、
町全体で交通安全に取り組むためにも、子どもだけでなく、
保護者にも交通安全教室を開き、車の運転には十分注意す
るよう意識を高めました。

↑自転車を降りるときは後方も確認！

↑自転車に乗る前は自転車の点検もかかさずに

↑スタートからいきなり走り出す参加者もちらほら
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 3年間で3,825本のさくらが津南町に
— 5月12日　津南千本さくら植樹祭 —

　今年も公益財団法人日本さくらの会様より寄贈いただい
た 1,500 本（12 種類）を植樹しました。日本さくらの会
の蓮實理事長は「日本に一箇所で 3,000 本以上植えるとこ
ろはない。津南町だけ」と熱い想いを語りました。会場に
は日本さくらの女王やプリンセス、多くの関係者が来場し、
今後のさくらに期待を寄せました。

↑ニュー・グリーンピア津南敷地内 1,500 本を植樹

 才能が輝く、津南の星
— 4月24日　平成29年度津南町学術文化・スポーツ奨励賞表彰式 —

 津南の玄関口を花で彩る
— 4月26日　津南町役場 —

　平成 29 年度に学術文化部門、スポーツ部門で優秀な成
績を収めた個人や団体が表彰されました。（国際大会、全
国大会レベルの催事や大会、北信越大会で入選、入賞、出場）

　西澤喜美さんは上郷逆巻集落から灰雨集落の国道 117 号
沿いにたくさんの花を 50 年以上植え続け、長野県側の玄
関口を彩りました。その活動は津南町を訪れたかたがたへ
のイメージアップや観光振興に大きく貢献したため、この
たび津南町より感謝状の贈呈を行いました。当初は金波会
や上郷地区の住民・事業者の皆さんと活動し、現在は商工
会婦人部の活動として行っています。

↑老若男女、今年も多彩な顔ぶれが選ばれました

↑金
きん

波
ぱ

会
かい

代表の西
にし

澤
ざわ

喜
き

美
み

さん

学術文化部門 奨励賞
名　称 氏名（団体名）

全国高等専門学校ロボットコンテスト2017
全国大会　４位 小

こ

林
ばやし

　甲
こう

兒
じ

第48回博報賞　教育活性化部門
文部科学大臣賞 津南中学校

学術文化部門 特別賞
第41回全国高校総合文化祭

吹奏楽部門　出場
津南中等教育学校

 吹奏楽部

スポーツ部門　奨励賞
第30回全国健康福祉祭あきた大会

ねんりんピック秋田2017　ゲートボール大会　8位 津南チーム

第 17 回全国障害者スポーツ大会
卓球競技　ブロック優勝 根

ね

津
つ

　勇
ゆう

生
き

第 11 回北信越中学校駅伝競走大会　優勝
第 25 回全国中学校駅伝大会　出場

津南中学校
陸上競技部

第 31 回全国中学生男子ウェイトリフティング競技
選手権大会　3 位 本

もと

山
やま

　雄
ゆう

太
た

第 55 回全国中学校スキー大会
クロスカントリー男子５㎞フリー　出場 中

なか

澤
ざわ

　優
ゆう

希
き

第 30 回全国高等学校選抜スキー大会
アルペン競技　出場 小

こ

島
じま

　　駿
しゅん

〃 涌
わく

井
い

　輝
き

流
りゅう

第 96 回全日本スキー選手権大会　出場
第 30 回全国高等学校選抜スキー大会　出場 月

つき

岡
おか

　樹
じゅ

音
ね

第 56 回北信越高等学校陸上競技対校選手権大会（200 ｍ）準優勝
平成 29 年度全国高等学校総合体育大会陸上競技（200 ｍ）　出場 桑

くわ

原
ばら

　優
ゆう

斗
と

第 67 回全国高等学校スキー大会
男子 10km ×４　リレー競技　出場 風

かざ

巻
まき

　尋
ひろ

翔
と

〃 桑
くわ

原
はら

　淳
あつ

哲
よし

スポーツ部門　特別賞
第22回IBA学童女子選抜大会（軟式野球）

新潟県代表 村
むら

山
やま

　　晏
あん

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ 2018
全日本ジュニアスキー選手権大会　

クロスカントリー　中学２年 10㎞フリー　出場
滝
たき

沢
ざわ

　育
いく

矢
や

（敬称略）



5月の新着図書（HPでも検索できます）
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弥生 ― M a r c h ―

伊庭正康／著　すばる舎

『残業ゼロの人の段取りのキホン』

　

も
う
す
ぐ
５
月
も
終
わ
り
、新
し
い
環

境
に
も
慣
れ
て
き
た
頃
で
し
ょ
う
か
。慣

れ
と
疲
れ
か
ら
５
月
病
に
か
か
っ
て
し
ま

う
こ
と
の
な
い
よ
う
、気
を
つ
け
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

　

そ
の
た
め
に
は
仕
事
と
趣
味
の
両
立
が

重
要
か
と
思
い
ま
す
。紹
介
し
た
本
の
他

に
も
仕
事
で
使
え
る
本
な
ど
が
数
多
く
あ

り
ま
す
の
で
、興
味
の
あ
る
か
た
は
ぜ
ひ

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

・
・
・
移
動
図
書
室
に
つ
い
て
・
・
・

　

５
月
よ
り
移
動
図
書
室
で
町
内
の
保
育

園
や
小
学
校
な
ど
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

近
所
に
お
住
ま
い
の
か
た
も
本
を
借
り
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、是
非
、こ
の
機
会

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

移
動
図
書
室
の
予
定
表
は
広
報
誌
の
４

月
20
日
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
・
・
図
書
室
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
・
・
・

　

４
月
に
多
く
読
ま
れ
た
本
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

◯
一
般
小
説 

『
護
ら
れ
な
か
っ
た
者
た
ち
へ
』

 

中
山 

七
里
／
著

『
路
上
の
Ｘ
』 

桐
野 

夏
生
／
著

『
刑
事
の
怒
り
』 

薬
丸 

岳
／
著

『
ふ
た
ご
』 

藤
崎 

彩
織
／
著

『
道
標
』 

今
野 

敏
／
著

◯
自
然
科
学 

『
エ
ゾ
ナ
キ
ウ
サ
ギ
』

『
最
新
の
睡
眠
科
学
が
証
明
す
る
必
ず
眠

れ
る
と
っ
て
お
き
の
秘
訣
！
』

『
コ
ン
ビ
ニ
の「
買
っ
て
は
い
け
な
い
」

「
買
っ
て
も
い
い
」食
品
』

『
ミ
ネ
ラ
ル
豆
乳
ダ
イ
エ
ッ
ト
』

◯
児
童
書 

『
キ
ャ
プ
テ
ン
』

『
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
劇
場
』

−桑原　礼子さんから

　

ず
い
ぶ
ん
前
の
本
で
す
。

　

著
者
・
向
井
万
起
男
を
知
ら
な
い
か
た

で
も
、
妻
で
宇
宙
飛
行
士
・
向
井
千
秋
を

知
ら
な
い
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

慶
応
大
学
病
院
、
病
理
医
の
万
起
男
と

当
時
、
女
性
で
は
珍
し
い
心
臓
外
科
医
の

千
秋
が
出
会
い
、
宇
宙
飛
行
士
と
し
て
ス

ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
コ
ロ
ン
ビ
ア
号
に
乗
る

ま
で
の
二
人
三
脚
の
物
語
り
で
す
。
千
秋

の
天
然
で
少
し
浮
世
離
れ
し
た
性
格
が
コ

ミ
カ
ル
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
心
臓

外
科
医
と
し
て
も
優
秀
で
、
か
の
石
原
裕

次
郎
の
受
持
ち
医
と
し
て
連
日
病
院
に
詰

め
て
い
た
事
も
。

　

そ
の
職
を
捨
て
「
宇
宙
か
ら
地
球
を
見

て
み
た
い
」
と
純
粋
に
夢
見
る
妻
を
ユ
ー

モ
ア
で
励
ま
し
支
え
た
著
者
。

　

著
者
は
こ
よ
な
く
妻
を
愛
し
て
い
ま
す

が
、
や
は
り
日
本
の
男
…

　

自
立
心
た
っ
ぷ
り
の
一
人
旅
妻
に
翻
弄

さ
れ
寂
し
さ
も
味
わ
い
ま
す
。

紹介する本

滝
た き

沢
ざ わ

　礼
れ い

子
こ

さん （谷内）

『
星
の
王
子
さ
ま
』

『
５
秒
後
に
意
外
な
結
末
』

『
５
分
後
に
思
わ
ず
涙
。』

『
ミ
ヤ
マ
物
語
』

◯
絵
本 

『
け
ろ
け
ろ
み
ど
り
』

『
フ
ル
ー
ツ
ケ
ー
キ
い
た
だ
き
ま
す
』

『
三
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん
』

『
パ
パ
・
カ
レ
ー
』

『
ノ
ン
タ
ン
じ
ど
う
し
ゃ
ぶ
っ
ぶ
ー
』

・
・
・
図
書
室
の
開
館
時
間
・
休
館
日
・
・
・

■
開
館
時
間　

平　

日　

９
時
〜
18
時

　
　
　
　
　
　

土
日
祝　

８
時
30
分
〜
17
時

■
休
館
日　

５
月
28
日
㈪
、６
月
25
日
㈪

向井　万起男　著／出版社　講談社

君について行こう（上・下）

『無駄な残業を減らし、効率の良い仕事を！』とはよく聞く
けれど、具体的にはどうしたらいいのか？　何よりも大事な
『段取り』のやり方から徹底的に解説する本。

【大人の本】
●『テュポーンの楽園』
 ……………………………………………… 梅原克文／著　KADOKAWA
●『罪人が祈るとき』 ……………………小林由香／著　双葉社
●『魔力の胎動』 ……………… 東野圭吾／著　KADOKAWA
●『豆腐の角に頭ぶつけて死んでしまえ事件』
 ……………………………………………………倉知淳／著　実業之日本社
●『草薙の剣』 ………………………………………  橋本治／著　新潮社
●『近松よろず始末処』 ………………築山桂／著　ポプラ社
●『ひと』 …………………………………………小野寺史宣／著　祥伝社
【子どもの本】
●『なきむし』 …………………  いまむらあしこ／作　理論社
●『痛快！天才キッズ・ミッチー』
 ……………………………………………………宗田理／著　ＰＨＰ研究所
●『その景色をさがして』
　……………………………………………  中山聖子／著　ＰＨＰ研究所
●『ザ・ヘイト・ユー・ギヴ』
　………………………………  アンジー・トーマス／著　岩崎書店

広報ライブラリー
今月の１冊

５月 −皐
さ

月
つ き

−

Pen Relay
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つ
な
ん
の
文
芸

　

応
募
者
数
５
０
０
人
超
の
中
の
３
人
に

選
ば
れ
、
ア
メ
リ
カ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
へ

（
ち
な
み
に
残
る
２
人
は
毛
利
、
土
井
）

　

と
は
い
え
、
宇
宙
飛
行
士
に
選
ば
れ
る

と
す
ぐ
に
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
に
乗
れ
る

わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
日
本
人
枠
も
多
く

は
な
く
、
飛
べ
な
い
飛
行
士
も
多
い
の
で

す
。

　

１
９
８
６
年
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
の
事
故
に
よ
り
、
さ
ら
に
む

ず
か
し
く
な
っ
た
宇
宙
へ
の
夢
で
し
た
が
、

１
９
９
４
年
７
月
８
日
搭
乗
決
定
！

　

私
が
一
番
感
動
し
た
の
が
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

の
「
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
死
ぬ
か
も
し
れ
な

い
飛
行
士
の
」
家
族
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　

徹
底
し
た
日
常
の
世
話
（
専
用
機
、
レ

ン
タ
カ
ー
、
ホ
テ
ル
代
等
）
そ
し
て
大
事

な
心
の
ケ
ア
…
し
か
も
家
族
に
！

　

国
を
超
え
、
他
の
宇
宙
飛
行
士
た
ち
も
、

そ
の
家
族
も
一
体
と
な
り
、
寄
り
添
い
、

温
か
い
気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。

　

宇
宙
飛
行
士
に
選
ば
れ
て
か
ら
９
年
、

抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
中
、
妻
は
フ
ロ
リ

ダ
か
ら
飛
び
立
つ
の
で
す
。

　

今
は
当
時
と
は
比
べ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の

進
歩
を
遂
げ
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

お
２
人
の
希
望
、
夢
は
現
在
進
行
形
で
い

ろ
い
ろ
な
所
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
は
村
山
洋
子
さ
ん
（
上
段
）
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

短 歌

俳 句

砂
丘

深ふ
か

ぶ
か
と
雪ゆ
き

に
覆お
お

わ
れ
た
る
田た

原ば
ら

　
　
苗な
え

植う

え
す
る
春は
る

を
待ま

ち
て
休や
す

め
り	

江
村
大
輔

七な
な

枚ま
い

の
頭ず

巾き
ん

と
前ま
え

掛か

け
縫ぬ

い
終お

え
て

　
　
雨あ
め

晴は

れ
る
朝あ
さ

地じ

蔵ぞ
う

に
着き

せ
る	

石
橋
寿
子

泣な

き
じ
ゃ
く
る
孫ま
ご

に
カ
メ
ラ
を
向む

け
た
れ
ば

　
　
た
ち
ま
ち
泣な

き
止や

み
笑え

顔が
お

で
ポ
ー
ズ
す	

津
端
恵
子

見み

る
と
な
く
見み

て
い
る
桜さ
く
ら

の
木き

の
下し
た

を

　
　
ふ
い
に
横よ
こ

切ぎ

る
昼ひ
る

間ま

の
狸た
ぬ
き	

貝
澤
圭
子

お
守ま
も

り
の
遺い

影え
い

の
父ち
ち

の
年ね
ん

齢れ
い

を

　
　
す
で
に
越こ

え
た
り
わ
れ
護ま
も

ら
れ
て	
恩
田
久
美
子

「
切き

り
分わ

け
て
湯ゆ

通ど
お

し
を
し
て
冷れ
い

凍と
う

せ
よ
」
と

　
　
教お
そ

わ
り
ひ
た
す
ら
里さ
と

芋い
も

を
剥む

く	
丸
山
直
子

背せ

を
流な
が

す
吾あ

に
「
あ
り
が
たと

う
」
と
言い

ひい

し
亡ち

父ち

　
　
も
っ
と
風ふ

呂ろ

の
日ひ

増ふ

や
せ
ば
良よ

か
っ
た	

小
野
寺
恒
代

台た
い

風ふ
う

の
過す

ぎ
た
る
庭に
わ

の
静し
ず

け
さ
や

　
　
大お
お

き
芙ふ

蓉よ
う

の
花は
な

萎し
ぼ

み
た
り	

高
橋
春
枝

年と
し

毎ご
と

に
少す
く

な
く
な
り
し
年ね
ん

賀が

状じ
ょ
う

　
　
生い

き
継つ

ぐ
証あ
か

し
と
吾わ
れ

は
し
た
た
む	

内
山
キ
ク

廃は
い

校こ
う

と
な
り
し
校こ
う

庭て
い

の
記き

念ね
ん

碑ひ

を

　
　
囲か
こ

み
て
友と
も

と
ポ
ー
ズ
取と

り
合あ

ふ
（
上
郷
中
学
校
）	

麻
績
初
恵

手て

も
足あ
し

も
自じ

分ぶ
ん

の
意い

志し

で
は
動う
ご

け
ず
に

　
　
助た
す

け
を
呼よ

べ
ど
倒た
お

れ
て
し
ま
ひい

ぬ	

滝
沢
勝
枝

真ま

夜よ

中な
か

に
ふ
と
浮う

か
び
た
る
歌う
た

一い
っ

首し
ゅ

　	

夜よ

明あ

け
と
共と
も

に
消き

え
て
し
ま
ひい

ぬ	

風
巻
京
子

ふ
る
さ
と
の
藪や
ぶ

つ
ば
き
称た
た

へ
ゐい

し
亡つ

夫ま

を

　
　
偲し
の

び
紅く
れ
な
い

に
咲さ

く
を
見み

つ
む
る	

鈴
木
綾
子

早そ
う

春し
ゅ
ん

の
野の

に
息い
き

ふ
か
く
吸す

ひい

込こ

め
ば

　
　
冷つ
め

た
き
空く
う

気き

肺は
い

を
満み

た
せ
り	

萩
原
光
之

長
生
学
園

雪ゆ
き

降ふ

れ
ど
機き

械か
い

除じ
ょ

雪せ
つ

に
消し
ょ
う

雪せ
つ

パ
イ
プ

　
　
屋や

根ね

落ら
っ

下か

式し
き

い
ま
は
便べ
ん

利り

に	

富
沢
キ
ミ

天て
ん

然ね
ん

が
描え
が

く
色い
ろ

合あ

い
一い
っ

瞬し
ゅ
ん

の

　
　
夕ゆ
う

焼や

け
空ぞ
ら

を
惜お

し
み
て
眺な
が

む	

島
田
眞
之

岩
す
げ
俳
句
会
（
四
月
）

葉は

桜ざ
く
ら

や
開あ

け
っ
放ぱ
な

し
の
農の
う

具ぐ

小ご

屋や	

千
年
雄

草く
さ

青あ
お

む
棚た
な

田だ

の
畦あ
ぜ

の
み
な
曲ま
が

る	

房
　
良

木き

の
幹み
き

に
耳み
み

つ
け
春は
る

の
鼓こ

動ど
う

聞き

く	

芳
　
司

耀か
が
や

き
の
幹み
き

に
も
出い

で
て
山ぶ

な
毛
欅
芽め

吹ぶ

く	

妙
　

藁わ
ら

蹴け

っ
て
子こ

牛う
し

生う

ま
れ
て
山や
ま

笑わ
ら

ふ	

貞
　

雪ゆ
き

解げ

水み
づ

溜た

め
て
棚た
な

田だ

の
顔か
お

揃そ
ろ

ふ	

渡
　
舟

衿え
り

立た

て
て
行ゆ

く
残ざ
ん

雪せ
つ

の
橅ぶ
な

林は
や
し	

れ
い
子

土つ
ち

雛び
な

や
作さ
く

者し
ゃ

の
顔か
お

に
重か
さ

な
り
ぬ	

美
　
恵

春は
る

惜お

し
む
一い
っ

升し
ょ
う

壜び
ん

を
傾か
た
む

け
て	

東
　
川

摘つ
み

草く
さ

の
子こ

等ら

呼よ

び
合あ

ひ
て
立た

ち
あ
が
る	

冬
詩
子

農の
う

機き

具ぐ

の
手て

入い

れ
念ね
ん

い
り
雪ゆ
き

柳や
な
ぎ	

壽
　
子

谿た
に

の
雪ゆ
き

鯨く
じ
ら

の
骨ほ
ね

の
ご
と
残の
こ

る	

美
　
保

う
ら
ら
か
な
丸ま
る

太た

を
椅い

子す

に
輪わ

っ
ぱ
飯め
し	

進
　

か
た
く
り
の
花は
な

に
風か
ぜ

あ
る
斜し
ゃ

面め
ん

か
な	

玄
　
舟

空そ
ら

写う
つ

す
棚た
な

田だ

の
里さ
と

や
初は
つ

燕つ
ば
め	

昌
　
子

畦あ
ぜ

の
端は

に
黄き

水す
い

仙せ
ん

咲さ

く
棚た
な

田だ

か
な	

明
　

畦あ
ぜ

に
立た

つ
人ひ
と

影か
げ

映う
つ

し
雪ゆ
き

解げ

水み
づ	

哲
　
郎

橅ぶ
な

の
花は
な

散ち

る
や
水み
な
も

面
の
し
づ
け
さ
に	
庸
　
子
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 KO

KU
HO
 K
OK
UH
O 
KO

KU
HO 

LETTER

国

だ
よ
り

第
二
期
津
南
町
国
民
健
康
保
険

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

津
南
町
で
は
、
特
定
健
診
の
結
果
や
、
病
院

受
診
の
デ
ー
タ
な
ど
を
分
析
し
、
よ
り
効
果
的

な
保
健
事
業
に
活
用
す
る
た
め
の
計
画
（
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

■
計
画
の
基
本
理
念

・
健
康
寿
命
の
延
伸

・
医
療
費
の
適
正
化

・
健
康
状
態
の
向
上

■
死
亡
要
因

津
南
町
で
は
悪
性
新
生
物
で
亡
く
な
る
か
た

が
最
も
多
く
、
次
い
で
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患

と
な
っ
て
お
り
、
近
年
は
生
活
習
慣
病
で
亡
く

な
る
か
た
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

■
医
療
費
の
状
況

津
南
町
の
国
民
健
康
保
険
で
、
入
院
外
で
医

療
費
が
か
か
っ
て
い
る
の
は
高
血
圧
性
疾
患
、

■
介
護
の
状
況

40
歳
〜
64
歳
で
介
護
が
必
要
な
状
態
の
か
た

に
つ
い
て
、
要
介
護
の
原
因
の
疾
病
は
脳
卒
中

な
ど
の
脳
血
管
疾
患
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
脳
血
管
疾
患
は
、
65
歳
以
上
の
か
た
を
含

め
た
場
合
で
も
認
知
症
に
つ
い
で
多
く
な
っ
て

い
ま
す
（
図
３
）。

ま
た
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
か
た
で
は
、

脳
卒
中
の
他
に
高
血
圧
症
を
併
発
し
て
い
る
か

た
が
多
く
い
ま
す
。

■
特
定
健
診
の
状
況

津
南
町
の
特
定
健
診
結
果
を
新
潟
県
と
比
較

す
る
と
、
男
性
・
女
性
と
も
血
圧
や
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ

（
血
糖
の
状
態
）が
悪
い
か
た
が
目
立
ち
ま
す（
図

４
）。
こ
れ
ら
を
放
置
す
る
こ
と
で
重
大
な
疾
患

を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
健
診

の
問
診
票
か
ら
も
、
県
の
平
均
に
比
べ
喫
煙
率

が
高
く
、
30
分
以
上
の
運
動
習
慣
が
あ
る
か
た

は
少
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

■
津
南
町
国
民
健
康
保
険
の
課
題

津
南
町
で
は
、
脳
卒
中
、
腎
不
全
に
よ
り
介

護
が
必
要
な
状
態
に
な
る
か
た
や
亡
く
な
る
か

た
が
多
く
、
医
療
費
も
高
額
と
な
り
ま
す
。　

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
計
画
で
は
、
脳
卒
中
、

腎
不
全
の
発
症
予
防
を
津
南
町
の
健
康
課
題
と

定
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
疾
病
は
、
日
々
の
生

活
習
慣
の
改
善
が
予
防
に
有
効
で
す
。
そ
の
た

め
、
ご
自
分
の
体
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

計
画
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

糖
尿
病
、
腎
不
全
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

腎
不
全
は
医
療
費
が
高
額
に
な
る
だ
け
で
は
な

く
、
週
に
何
度
も
透
析
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
日
常
生
活
に
大
き
な
負
担
が
か
か

り
ま
す
。

津南町の死因別死亡率（図１）

※人口 10 万人対（人）

悪性新生物 438.7

心疾患 179.5

脳血管疾患 169.5

肺炎 159.5

腎不全 19.9

平成 27 年度

介護認定原因疾患（図３）

第 1号・第 2号認定者
(40 歳以上）

第 2号認定者
（40 歳～ 64 歳）

認知症 31.0% 脳血管疾患 39.0%

脳血管疾患 20.0% 認知症 18.0%

関節疾患等 19.0% 関節疾患等 11.0%

平成 28 年 3 月 31 日時点

特定健診有所見割合の高い項目（図４）

男性 女性

県 町 県 町

HbA1c 64.9% 75.5% HbA1c 67.3% 79.6%

収縮期血圧 45.6% 45.3% LDL-
コレステロール 52.0% 57.3%

拡張期血圧 26.5% 32.6% 中性脂肪 21.1% 24.0%

平成 28 年度

入院外疾病別医療（図２）　　　（円）

高血圧性疾患 33,839,350

糖尿病 29,368,470

腎不全 26,790,320

その他の内分泌、
栄養及び代謝障害 20,669,450

統合失調症、統合
失調症型障害び妄
想性障害

19,436,210

平成 28 年度

主な保健事業

保健事業 主な事業内容 主な評価指標 現状数値 5 年後の
目標数値

特定健診受診
率向上事業

広報や個別通知
による受診勧奨 特定健診の受診率 56.6% 60.0%

脳血管疾患
発症予防事業

・ハイリスク者へ
の家庭訪問指導
・生活習慣病予防
講座

〈特定検診結果〉
高血圧判定者中
の未治療者割合

63.0% 53.0%

腎不全発症
予防事業

・ハイリスク者へ
の家庭訪問指導
・生活習慣病予防
講座

〈特定健診結果〉
HbA1c値6.5以上
の未治療者割合

45.2% 35.0%
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ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！
メンバー募集中

昨年のトレッキングの様子

Ｔ
ａ
ｐ
が
目
指
し
て
い
る
こ
と

三
国
峠
か
ら
赤
湯
温
泉
ま
で
を
歩
く

T
a
p
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

Tap事務局【TEL】765-5776【FAX】765-3596

　

近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し
、

急
速
に
社
会
が
変
化
し
て
い
る
中
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｔ
ａ
ｐ
で
は
「
つ
な
が
り
で
人
づ
く
り
と
ま
ち
づ

く
り
・
健
康
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
」
を
理
念
に
、

健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
な

ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
行
っ
て
い
る
教
室
で
は
、
参
加
者
同
士
が

楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
し
て
お
り
、
お
し
ゃ
べ

り
も
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
私

た
ち
Ｔ
ａ
ｐ
は
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ

ん
と
家
族
の
よ
う
な
関
係
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
社
会
と
な
っ
て
い
る
現
代
に

お
い
て
、
体
を
動
か
す
こ
と
や
趣
味
活
動
が
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
、
心
身
の
健
康
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
自
分
に
あ
っ
た
楽
し
い
こ
と

を
見
つ
け
て
、
み
な
さ
ん
が
豊
か
な
心
で
過
ご
す

こ
と
の
で
き
る
「
ま
ち
」
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
後
も
人
と
人
と
の
「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
し

て
、
み
な
さ
ん
が
笑
顔
で
楽
し
く
健
康
で
い
ら
れ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

T
a
p
で
は
、
年
２
回
登
山
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
１
回
目
の
今
回
は
湯
沢
町

三
国
峠
か
ら
秘
湯
赤
湯
温
泉
ま
で
の
コ
ー
ス
に

初
挑
戦
し
ま
す
。
こ
の
ル
ー
ト
は
清
津
川
の
上
流

で
苗
場
山
の
裏
側
に
あ
た
る
場
所
で
す
。
ま
た
、

２
回
目
の
秋
の
登
山
で
は
、
苗
場
山
に
登
る
予

定
で
す
。
今
年
は
一
緒
に
苗
場
山
を
楽
し
む
１
年

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日　

時

　

６
月
30
日
㈯　

６
時
30
分 

役
場
集
合

■
対　

象　

18
歳
以
上
の
男
女

■
参
加
費

　

Ｔ
ａ
ｐ
会
員　

１
，
０
０
０
円

　

非
会
員　
　
　

２
，
０
０
０
円

■
定　

員　

20
名　

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

■
お
申
し
込
み

　

６
月
25
日
㈪
ま
で
に
Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局

■
そ
の
他

　

雪
ど
け
の

状
況
や
天
候

に
よ
っ
て
場

所
が
変
更
に

な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

　

栄
村
の
天
代
で
は
、お
よ
そ
43
万
年
前
か
ら

現
代
ま
で
の
地
層
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

天
代
か
ら
野
口
へ
向
か
う
上
り
坂
カ
ー
ブ
の
と

こ
ろ
に
地
層
が
露
出
し
て
い
て
、上
っ
て
い
く

と
ま
ず
43
万
年
前
の
地
層
が
現
れ
、上
る
に
つ

れ
て
地
層
の
年
代
も
新
し
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。地
層
に
は
何
枚
も
の
火
山
灰
層
が
挟
ま
っ

て
い
て
、観
察
す
る
と
目
立
つ
２
層
の
火
山
灰

層
が
あ
り
ま
す
。上
位
の
火
山
灰
は
Ｄ
Ｋ
Ｐ（
大

山
倉
吉
）と
呼
ば
れ
、鳥
取
県
の
大
山
で
約
５
・

５
万
年
前
に
噴
火
し
飛
来
し
た
も
の
、下
位
の

火
山
灰
は
Ｐ
ｍ
―
３
Ｃ（
御
岳
奈
川
）と
呼
ば

れ
、長
野
県
と
岐
阜
県
に
ま
た
が
る
木
曽
御
岳

で
約
７
・
５
万

年
前
に
噴
火

し
飛
来
し
た

も
の
で
す
。こ

れ
ら
の
２
層

の
火
山
灰
を

目
安
に
し
て

他
の
地
層
の

年
代
を
推
測

で
き
ま
す
。

　

約
１
５
０
万
年
前
～
１
０
０
万
年
前
、
関
田

山
脈
周
辺
で
始
ま
っ
た
火
山
活
動
に
よ
り
、
毛

無
山
の
噴
出
物
が
古
信
濃
川
に
流
れ
込
み
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
溶
岩
の
中
に
は
、
無
斑
晶
ガ
ラ

ス
質
安
山
岩
と
呼
ば
れ
る
黒
く
光
る
岩
石
が
含

ま
れ
、
一部
は
志
久
見
川
沿
岸
の
中
野
で
露
頭
と

し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
岩
石
は
、
加
工
し
や
す
く
鋭
利
に
な
る

こ
と
か
ら
刃
物
と
し
て
使
用
す
る
の
に
適
し
、

旧
石
器
時
代
、
縄
文
時
代
に
は
石
材
と
し
て
多

く
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
志
久
見
川
沿
岸
に
は
そ

れ
ら
を
使
用
し
た
人
々
が
暮
ら
し
て
い
た
、
い

く
つ
か
の
遺
跡
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
１
５
，
０
０
０
年
前
の
縄
文
時
代
の

遺
跡
で
あ
る
横
倉
遺
跡
か
ら
は
、
無
斑
晶
ガ
ラ

ス
質
安
山
岩
製
の
石
槍
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て

い
ま
す
。

ジ
オ
サ
イ
ト
№
51

天
代
の
露
頭

ジ
オ
サ
イ
ト
№
52

石
器
と
し
て
利
用
さ
れ
た
岩
の
露
頭

天代の露頭

中野の露頭と横倉遺跡
から出土した石槍
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溶
連
菌
感
染
症
と
は

小
児
科
外
来
　
看
護
師
　
上
原
　
梓

お
子
さ
ん
が
「
の
ど
が
痛
い
」
と
い
う
時
は
、

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
に
感
染
し
て
、
の
ど
に
炎
症
を

お
こ
し
て
い
る
状
態
で
す
。
そ
の
多
く
は
風
邪
な

ど
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
溶
連
菌
と

い
っ
て
、
ま
れ
に
心
臓
や
腎
臓
の
病
気
と
い
っ
た

合
併
症
を
引
き
起
こ
す
も
の
が
あ
り
ま
す
。

溶
連
菌
感
染
症
の
症
状
は
発
熱
と
の
ど
の
痛
み

で
す
。
体
、
手
足
の
小
さ
な
赤
い
発
疹
や
、
頭

痛
、
腹
痛
、
首
筋
の
リ
ン
パ
の
腫
れ
も
み
ら
れ
ま

す
。
風
邪
と
ち
が
っ
て
咳
や
鼻
水
が
で
な
い
こ
と

も
特
徴
で
す
。
病
院
で
は
検
査
を
行
い
溶
連
菌
と

わ
か
っ
た
ら
、
抗
菌
薬
が
処
方
さ
れ
ま
す
。
２
～

３
日
で
熱
は
下
が
り
ま
す
が
、
合
併
症
を
引
き
お

こ
さ
な
い
た
め
に
、
処
方
さ
れ
た
薬
は
最
後
ま
で

飲
み
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

登
校
や
登
園
は
抗
菌
薬
を
飲
ん
で
１
日
以
上
経

ち
、
熱
が
下
が
り
医
師
の
許
可
が
あ
れ
ば
よ
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
発
症
後
２
～
４
週
間
頃
に
尿

検
査
を
し
て
、
合
併
症
の
腎
炎
を
お
こ
し
て
い
な

い
か
み
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

適
切
な
受
診
、
治
療
が
な
さ
れ
れ
ば
そ
れ
ほ
ど

こ
わ
い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
子
さ
ん
の
症

状
で
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
小
児
科

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、

納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場
合
、

保
険
料
を
全
額
納
め
た
か
た
と
比
べ
、

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
年
金
）
の
受
け
取
り
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。
将
来
受
け
取
る
老
齢

基
礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、
免

除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
保
険

料
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
遡
っ
て
納
め
る
（
追
納
）
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

た
だ
し
、
免
除
等

の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
の

追
納
の
場
合
、
当
時
の
保
険
料
額
に

一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

追
納
は
、
古
い
月
の
も
の
か
ら
納
付

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

病
院
歳
時
記

＜実施された行事＞
〔4月〕
	 23日	 農業改良会議（産業建設常任委員会）
	 24日	 津南町学術文化・スポーツ奨励賞表彰式
	 27日	 所管事業平成29年度成果巡視
	 	（産業建設常任委員会）
　27日	 津南町身体障害者互助会定例総会
〔5月〕
	 3日	 津南町成人式
	 8日	 全員協議会
	 10日	 津南町商工会第58回通常総会
	 16日	 津南町PTA連合会懇談会
	 18日	 新潟県特別豪雪地帯市町村議会協議会総会（柏崎市）

議会コーナー
　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）
 5900日 藤ノ木キミ（堂平）
 5600日 中村チエ子（堂平）
 4900日 石橋玲子（陣場下）
 1200日 磯部昌一（割野）、髙橋昭子（船山）
 900日 保坂良雄（大井平）
 400日 福原ユキエ（外丸）
 100日 滝沢フサ（赤沢）、涌井サト（大割野）
主な運動：水中歩行、健骨体操、スキー、ウォーキング、
　　　　　テレビ体操

健康体力づくり100日運動
＜今後予定されている行事＞
〔5月〕
	28日～29日	 全国町村議会議長・副議長研修会（東京）

〔6月〕
	 5日	 全員協議会
	 8日	 県内視察（産業建設常任委員会）

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、納
付
期
限

か
ら
２
年
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。し

か
し
な
が
ら
、法
律
改
正
に
よ
る
時

限
措
置
と
し
て
、過
去
５
年
以
内
に

納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
る「
後
納
制
度
」

が
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９

ま
で
の
３
年
間
に
限
り
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。 

後
納
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
で
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
や
、

年
金
の
受
給
が
で
き
な
か
っ
た
か
た

が
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
２

・
税
務
町
民
課　

町
民
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
期
間
・
納
付
猶
予

期
間
が
あ
る
か
た
へ

国
民
年
金
保
険
料
の

「
後
納
制
度
」に
つ
い
て



21 広報 平成30年５月号

宮澤　誠さん（卯之木）
西澤　洋子さん（十日町市）｝

N
ajom

on Inform
ation

戸 籍 の 窓

髙橋三重郎さん　 （80歳・見玉）

中島　兼信さん　 （98歳・小池）

貝沢　幸𠮷さん　（88歳・鹿渡）

森口　春江さん　 （89歳・宮野原）

山田　春夫さん　 （83歳・逆巻）

冨沢　熊一さん　 （92歳・谷内）

涌井　　武さん　 （47歳・寺石）

八重沢フサさん　 （94歳・みさと苑）

〇春季企画展
　「縄文遺物と現代美術　考古学から生まれるアート」
会　期／4月21日㈯～6月24日㈰
入場料／無料

　文化財修復家　堀江武史氏によ

る、縄文遺物を参考に制作した現代

アート展です。津南町と県外の出土

品も展示します。アートと考古学の

共演をお楽しみください。

〇特別天然記念物　カモシカについて
　カモシカは、特別天然記念物に指定されていますので、

見つけた場合は遠くから見守りましょう。もし、死亡し

ているのを見つけた場合は、速やかに教育委員会文化財

班（TEL765-5511）にご連絡ください。放鳥されている

朱鷺も同様となります。

　皆さまのご協力をお願いいたします。

〇新潟県指定有形文化財認定記念展示
　「神山遺跡・卯ノ木遺跡」
　平成 30 年 3 月、津南町神山遺跡の出土品 136

点が、新潟県指定有形文化財に認定されました。

　この認定を記念して、平成 29 年 3 月に県指定有

形文化財に認定された卯ノ木遺跡出土品 ( 長岡市立

科学博物館所蔵 ) と共にその魅力に迫ります。

〇「津南学講座」開催のお知らせ
6月23日㈯　13：30～15：00
「信越国境の秘められた伝承～上杉景虎の子　道満丸の生存説～」
講師：月岡　恵　氏（高井地方研究会）

〇刊行図書のお知らせ
津南町文化財調査報告書第72輯　『堂屋敷遺跡』　　　1,500円
『森と共に生きた人々とその暮らし　苗場山麓植物民俗事典』　1,800円

　なじょもんでお買い求めいただけます。

春季企画展の様子

カモシカ

　
昨
年
の
成
人
式
を
取
材

し
た
の
が
つ
い
こ
の
前
の

よ
う
な
…
と
感
じ
て
し
ま

う
年
齢
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
の
成
人
式
は
数
年
前
。

「
若
い
っ
て
い
い
ね
！
」
っ

て
言
う
気
持
ち
が
少
し
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
話
は
変
わ
り
ま
す

が
、
先
日
津
南
町
の
新
し

い
可
能
性
を
感
じ
る
取
材

を
し
て
き
ま
し
た
。
時
期

を
み
て
特
集
し
ま
す
の
で

乞
う
ご
期
待
！

	

船
木	

康
平

6 月 【なじょもん☎ 765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

2日㈯ 9:00 〜 11:00 雑穀の種まき 無料 低学年以上

3日㈰ 10:00 〜 15:30 本格アンギン編み一日体験 1,500 中学年以上

9日㈯ 13:30 〜 15:30 鹿角の釣り針アクセサリー 800 高学年以上

10日㈰ 13:30 〜 15:30 苔玉づくり 500 低学年以上

16日㈯ 13:30 〜 15:30 火おこしと弓矢づくり 500 低学年以上

17日㈰ 10:00 〜 12:00 そば打ち　※要予約 1,000 中学年以上

23日㈯ 19:30 〜 21:00 ホタル観察会　※要予約 300 低学年以上

24日㈰ 10:00 〜 12:00 身近な薬草 300 低学年以上

30日㈯ 9:00 〜 11:00 水辺の生物観察会　※要予約 300 低学年以上

※友の会の皆さんは半額です。

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

神山遺跡出土石器

佐藤　　蕗
ふき

（中子） 知也さん
 真依子さん



企画・運営を行った
成人式実行委員のみなさん
内
うち

山
やま

実
み

乃
の

里
り

さん、鈴
すず

木
き

照
てら

之
の

さん、津
つ

端
ばた

裕
ひろ

香
か

さん、

富
とみ

澤
ざわ

花
はな

さん、根
ね

津
つ

千
ち

晴
はる

さん、山
やま

田
だ

明
あ

日
す

香
か

さん、涌
わく

井
い

慎
しん

さん

２カ月前からこの日のために連絡調整や会議などを行
い、地元に居ない人もいる中で準備をしてきました。
この経験がきっとどこかで発揮されると思います。
大変お疲れ様でした！

■人口9,788（−19）　男4,736（−8）　女5,052（−11）

■世帯数3,569（＋24）　■転入／ 32　■転出／ 39　■出生／１　■死亡／ 13　■婚姻／２５月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

［ 

投
票
状
況 

］

成人式の出席者数 101人
　　　うち投票者数 99人
　　　うち棄権者数 2人
投　　　票　　　率 98.02％
投　　票　　総　　数 99票
　うち有効投票総数 96票
　うち無効投票総数 3票

［ 

開
票
結
果 

］ 18票

20票

3票

55票

めいすいくん

トッキッキ

にんこっこ

つなっぺ

新
成
人
た
ち
に
選
挙
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、津
南
町
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
に
よ
る
模
擬
投
票

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

撮影した写真データが欲しいかたは津南町公民館へご連絡ください

津
南
町
成
人
式

模
擬
投
票
結
果

成人おめでとうございます。
あっという間の一日は楽しいひとときになりましたか？
友達と話したり、あの頃と変わらない恩師との再会に
どこか昔に戻ったような気持ちになり、ほっとしたのでは？

久しぶりの再会に嬉しさが込み上げてきたと思います。
これからはそれぞれの道を歩み、さらなる成長を遂げることでしょう。
一歩一歩前に進み、胸を張ってまた再会する日を楽しみにがんばって
ください。みなさんのますますのご活躍をお祈りしております。

※選挙豆知識
　選挙当日に候補者が投票所
　などで投票を呼びかける行
　為は禁止されています。
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
今
年
は
残
念
な
が
ら
雨
。
外
で

の
撮
影
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
友
人
と
の

再
会
に
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
成
人
式
の

１
枚
で
す
。


